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健康診断の検査の中には、「上部消化管造影検査」というものがあ り、食
道、胃、十二指腸の病変を調べるための検査です。 
検査はバリウムと呼ばれる造影剤と胃を膨らませる発泡剤を飲んで、X 
線を照射して撮影します。粘膜に付着したバリウムは白く、空気やガス は
黒く映り、胃の内腔の形状がはっきりと分かります。 
この検査は通常のX線写真とは異なり、X線を連続して照射しながら行 い
ます。バリウムはX線を透過しないので、バリウムが口から食道、胃、 十
二指腸へと流れていく様子を見ることによって、食道や胃、十二指腸 が狭
くなっていないかどうかを見ることができます。 
また、身体を回転させてバリウムを胃の粘膜に付着させることで、胃 潰瘍
やがんによる粘膜のでこぼこの有無や、胃炎の有無などをみること がで
きます。 

○胃内視鏡検査（胃カメラ） 
胃がんや潰瘍が疑われたときに行う精密検査です。口や鼻から内視鏡 を
入れて食道、胃、十二指腸の一部を直接観察し、がんやポリープ、炎 症
などを確かめます。バリウムを飲む検査に比べて直接観察できること か
ら微細な病変の発見に優れています。

ゆずりはコラム～健康診断を受けましょう！～


